
【資料１】

平成23年度　小城市立芦刈中学校   学校評価計画

３　本年度の重点目標

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

学校
運営

○教職員の資質向上 ・授業研究の推進

教育
活動

●学力向上
・効果的な学習指導方
法の研究

１　学校教育目標
　社会に貢献できる人材の育成　－「ひたむきで前向き」な思いに満ちた芦刈中学校ー

２　学校経営ビジョン
生徒の姿　○進んで意欲的に学習する生徒　○自他の生命を大切にする生徒　○根気強く心身を鍛える生徒　○礼儀正しく思いやりのある生徒
教師の姿　○生徒とともにあり、教育愛に溢れる教師　○生徒の個性伸長を目指し、常に自己研鑚に励む教師　○職員相互の信頼をもとに、協働する教
師
学校の姿　○生き生きと躍動する学校　○清潔で明るく美しい学校　○地域に開かれ信頼される学校

４　前年度の成果と課題

・学びあい、芦刈メソッドの共通実践により、生徒が主体的に学ぶ授業づく
りを行う。

①　学力向上対策の推進

・県および全国学習状況調査において、県の通過率を上回る。
・３年卒業時に、希望する進路に１００％決定させる。
・保護者アンケート、「家庭学習習慣ができている」項目を６０Ｐ以
上とする。

・サマースクールや放課後学習会へより多くの教師が参加し、個別指導を
行う。
・月曜に７校時授業（授業時数確保）と合わせてノー部活デー、ノー残業
デーを設定する。
・宿題とリンクした小テストや週末課題に取り組ませる。
・定期的な家庭学習状況の把握を行い、保護者との連携により、「家庭学
習の手引き」の周知・活用をはかる。

○多彩なゲストティーチャーの活用等により、生徒の心を耕す教育を推進することができた。人権教育や道徳教育
の系統的・継続的な実践を行う必要がある。
○開かれた学校づくりを目指し、魅力ある学校行事の創造に取り組み、参加者からは大きな評価を得ることができ
た。本校教育に対する意見を広く紹介し、保護者の学校行事やPTA会合への参加率をさらに向上させる必要があ
る。
○生徒指導委員会や教育相談委員会を継続的に開催し、生徒の情報交換と指導方法の共通理解を図った。完全
不登校の解消と問題行動発生数の減少が実現できた。生徒の情報や指導方法についてのデータベース化を行
い、より効果的な指導方法を模索していく。
○学び方の学習の研究を行ったが、内容や授業研究会の回数に課題が残った。学力向上に向けての取り組みが
大きな課題である。
○小中一貫校開校に向けて着実に準備が進みつつある。理論を実践に結び付けて、検証を行う必要がある。

①　学力向上対策の推進
②　生徒指導の充実
③　小・中一貫校開校に向けた研究・実践
④　開かれた学校づくりの推進

具体的目標 具体的方策

・全職員が一人１回は授業研究会を実施し、授業力の向上を図
る。

総括的な教育目標を、より具体的な児童生徒や教師、学校の「姿」としてイメージする

このうち、特に今年度力を入れるものを絞り込む
絞り込むに当たって、特に、前年度、「何ができて、

何ができなかったか」を参考にする

重点目標をそれぞれ再掲し、
重点目標ごとに、成果や課題を具体的に評価するためには、どのような評価項目や指標を盛り込むべきかを考える



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

教育
活動

○生徒指導・教育相
談体制の充実

・問題行動の減少と完
全不登校の抑制

教育
活動

●心の教育
・生徒の心を耕す教育
の推進

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

学校
運営

○小中連携の推進 ・小中一貫教育の推進

評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

学校
運営

○学校経営方針 ・学校教育目標の周知

学校
運営

○開かれた学校づくり
・学校情報の発信と学
校・PTA行事への参加
率の向上

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）

教育
活動

●健康・体つくり ・健康・安全教育の推進

教育
活動

○読書推進 ・読書活動の推進

●は共通評価項目、○は独自評価項目

・年間８回以上の合同研究会（授業研究会を含む）を開催する。
・長期休業中に特別支援並びに教育相談に関する合同研修会を
開催する。
・年間２回以上の職員の合同懇親会を開催する。

・学習メソッド、あしの子（生徒指導）メソッドの実践・検証。
・縦割り班による、小中交流活動の推進。
・行事等の一本化の企画・検討。
・小中PTA合併に向けた協議の推進。

・学校便り、学年・学級通信、保健便り、学校ＨＰ等すべての通信に学校教
育目標を掲載し、周知徹底を図る。

・学校の情報発信に対する保護者の評価を７５Ｐ以上にする。
・学校行事、PTA行事参加数を昨年度より増やす。

・学校からの情報発信の充実。(学校便り発行、学年・学級通信発行、学
校ＨＰ更新の回数を昨年度より増やす。)
・地区青少健や民生委員会への参加、情報交換を行う。
・魅力ある行事の創造を行い、広報の仕方を工夫する。

本年度本年度本年度本年度のののの重点目標重点目標重点目標重点目標にににに含含含含まれないまれないまれないまれない共通評価項目共通評価項目共通評価項目共通評価項目

④　開かれた学校づくりの推進

具体的目標 具体的方策

・保護者アンケートで、周知率７０Ｐ以上とする。

・学校図書館年間１人当たり貸出数を３０冊以上にする。
・子どもの読書を推進する活動（読書マラソン、図書館まつり、読書週間
等）を充実させる。

具体的目標 具体的方策

・昨年度よりも問題行動数を減少させ、完全不登校０を継続させ
る。

具体的目標 具体的方策

具体的目標 具体的方策

③　小・中一貫校開校に向けた研究・実践

・生徒指導委員会と教育相談委員会の毎週開催。
・配慮を要する生徒の情報のデータベース化による、共通理解と適切な支
援の推進。
・教育相談へのＳＣや関係機関の利活用。
・学期当初（長期休業明け）の教育相談体制と家庭との連携強化。

・生徒や保護者アンケート、「いじめ・人権・道徳」関連の項目にお
いて、昨年度同等以上の高い評価を得る。

・多彩なゲストティーチャーの活用
・系統的・継続的な人権・同和教育並びに道徳教育の実践。

②　生徒指導の充実

・夏休みの２０分間走の参加率を９０％以上とする。
・感染症への対応に万全を期し、発症が確認されても感染を最小
限に防ぐ。

・熱中症予防に万全を期し、夏休みに２０分間走を実施する。
・年間を通して、感染症に対する危機管理と対応を啓発する。

本年度の重点目標の評価項目として含まれていない共通評価項目がある場合に記入する。




